
助
動
詞「
う」「
う
ず」「
う
ず
る」
の
語
形・
用
法
に
関
す
る

||狂
言
古
本
を
中
心

助動詞「うJ rうずJ rうずる」の語形・ 用法!C関する一考察

lま

め

じ

\
ゃい
/\
\なまるそ
れハ
が
ん
か
\沈吋れ
中
/\
腐
で
御ざる
\
う

るべ
ひ
か
\
あ
げ
ま
らせ
う
ず
\
代
物ハ
なに
ほ
ど
ぞ
\
弐
百
疋で
御ざ

る
\そ
れ
程に
と
らふ
(
腐
盗
人 、
一
m
m
頁)

右
は
狂
言
古
本
の一
つ 、
大
蔵虎
明
本(注l)(
究
永
十
九
年
|一
六
回二
書

写)
の一
節で
ある 。
東
国
の
大名と
京
都の
肴屋の
亭主
と
の
会話で 、
東

国
の
大
名が
「
う」
と
「ベ
い」 、
亭主
が
「
う
ず」
を
用い
てい
る 。

「ベ
い」
は 、
江
戸
時代
以
降一
般に
関
東
方
言の
特
徴
的
表
現
と
さ
れ
る 。

ま
た
室
町
時
代
末の乙
と
ば
を
記
すロ
ド
リ
ゲス
著
『日
本
大
文
典』(
慶
長一

三
年
|一
六
O
八
刊)
に
も 、
都の
「
う」
「
う
ず(る
ご
に
対
す
る
関
東
方

言
と
し
て
「べ
い」
お
よ
び
「
ん
ず」
を
あ
げて
居
り
(土
井
忠
生
氏
訳
本 、

印
刷
頁) 、
右の
狂
言の
「べ
い」
も
明
ら
か
に
東
国
語と
し
て
の一例
と
解
さ

れる 。
もっ
と
も
狂
言で
は
大体
京
都の乙
と
ば
を
中心と
する 。
その
点 、

「
腐
盗
人
(
応
大
名)」
は
特
異で 、
右の
場
面
も
特
殊
な
演
出に
もとづ
く 。

し
た
がっ
て 、
一
般に
東
国の
大名
も
「
う」
「
う
ず(る
こ
を
使
用す
る
が 、

そ
れ
は
必
ず
し
も
東
国
語の
反
映と
はい
え
ない
の
で
あ
る 。
な
お 、
虎
明
本

考
察

蜂

谷

清

人

で
は
東
国
語と
し
て
の
「ん
ず」
の
例は
認め
ら
れ
な
かっ
た
韮2) O

虎
明
本・
天理
本
(和
泉
流 。
虎
明
本とほ
ぼ
同
時
期の
書
写)
を
見る
に

意
志・
推
量
の
助
動
詞と
して
「
う」
「う
ず」
「
う
ずる」
「ベ
い」
「ん」
「ら

う」
「
らん」
「ベ
し」
な
ど
が
用い
ら
れ
てい
る 。
し -か
し 、
「ベ
い」
は
前

述の一
例
だ
けで
あ
り 、
また
「ん」
以
下
は 、
大
体認
曲・
和
歌・
連
歌・

語りの
類に
限
定
さ
れ
る
(「ん」
は
せ
りふ
に
も
若
干
見
ら
れ
る) 。
一
方 、

せ
りふ
で
は一
般に
「
う」
「
うず」
「
う
ずる」
が
用い
ら
れ 、
特に
「
う」

が
中心
と
なっ
てい
る 。

以
下で
は 、
話し乙
と
ば
的
性
格の
強い
「
う」
「
う
ず」
「
う
ずる」
に
関

し 、
特に
次の
三
点
を
中心に
考
察し
たい 。

ω
狂ι一日
中向
本に
お
け
る
「
う
ず」
と
「
う
ずる」

ω
「
う」
の
接
続
と
「ょ
う」
の
実
態|
|上
了二段活用動詞接続の場合を中

心に
111

ω
仮
定
条
件
表
現
「
うば」
の
成
立
と
用
例

7 
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狂
言
古
本の
「
う
ず」
と
「
う
ず
る」
の
関係につ
い
て
考
え
る
前に 、「
う

(ょ
う)」
の
系
列と
「
う
ず(る
ご
の
系
列の
勢
力
関
係につ
い
て一
瞥し
て

お
く 。虎

明
本に
おい
て
右の
両
系
列の
もの
を
単
純K
比
較
す
る
と 、
「う」(「ょ

う」
を
含
む)
が
三
五
七
六
例 、
「
う
ず(る
ご
の
系
列が三
O
八
例(「う
ず」

七一
例 、
「う
ず
る」一
二
三
例 、
「
う
ず
れ」
二
四
例)
あ
り 、
「
う」
の
系

列
が
圧
倒
的に
多い 。
と
の
傾
向は
虎
清
本で
は一
層
顕
著で 、
全
八
曲
中 、

「
う(ょ
う)」
一
七
六
例
に
対
し
「
う
ず(る
ご
の
系
列は一
O
例(「う
ず」

一
例 、
「う
ず
る」
八
例 、
「う
ず
れ」
一
例)
に
と
ど
まる 。
また
天理
本で

も 、
「
う」
の
系
列が
二
二
O一
例
ある
の
に
対
し 、
「
う
ず(る
ご
の
系
列は

二
O
四
例
(「う
ず」
一
三一
例 、
「う
ず
る」
五
四
例 、
「う
ず
れ」
一
九
例)

で 、
ζ
の
両
者に
関
し
て
は
虎
明
本の
場
合と
同
様の
比
率
を
示
す 。

狂
言
以
外で
も 、
た
と
えば
右の
書と
ほぼ
同
時
期の
説
経
浄
瑠
明
「
さん

せ
う
太
夫」(注3)(
与七
郎
正
木)
に
よっ
て
見るに 、
「
う」
六
O
例
に
対
し 、

「う
ず(る
ご
の
系
列
は
三
例
(「う
ず」
二
例 、
「う
ず
る」
一
例)
の
みで

あ
り 、
江
戸
時
代
極
初
期の
資料で
は 、
「
う
ず(
る
ご
の
系
列
に
対
し「う

(ょ
う
こ
が
圧
倒
的に
多
く
用い
ら
れ
て
い
る 。

室
町
時
代の
資料で
は
ど
う
か
と
い
うと 、
た
と
えば
末
期の
天
草
版『
伊
曽

保
物
語』(注4)(文
線二
年
|一
五
九三
刊)
で
は
「
う(ょ
う)」
一
三
O
例
に

対
し
「う
ず(る
ご
の
系
列
は
二ニ
五
例
(「う
ず」
四
回
例 、
「う
ず
る」
八

五
例 、
「う
ず
れ」
六
例)
と
詰
抗
し
て
居
り 、
ま
た
や
や
早い
幸
若
舞
曲「烏

帽
子
折」
(大
政
左
兵
衛
本){注5)
で
も 、
「
う」一
四
例
に
対
し
「う
ず(る)」

の
系
列は一
九
例
(「う
ず」
四
例 、
「
う
ず(る)」
一
五
例)
と
あ
り 、
む
し

ろ
「
うず(る
ご
の
系
列が
優
勢に
なっ
て
い
る(「
烏
帽
子
折」
で
は 、
「ん」

「ベ
し」
な
ど
文
語
的
表
現
も
多い) 。

一
般
的に
いっ
て 、
室
町
時
代に
多
く
見ら
れ
た
「う
ず(る
ご
は 、
江
戸

時
代に
は
急
速に
衰
退
し
て
居り 、
虎
明
本
な
ど
狂
言
古
本の
実情は 、
勿
論

文
体
的
相迭
を
考慮
する
必
要
もあ
る
が 、
一
般に
天
草
版
『
伊
曽
保
物
語』

な
どの
吉
利
支
丹
資料に
く
らべ 、
「
う」
優
勢の
新しい
傾
向
を
示
し
て
い

る
と
もい
え
る 。
また
大
ま
か
にいっ
て 、
虎
明
本で
は 、
「う
ず
(る
こ
が

独
自
か
改まっ
た
感じ
の
対
話に
用い
ら
れ
ると
と
が
多
く 、
「
う」
よ
り
も

幾
分
固い
感じ
を
伴
う
語と
思わ
れ
る
が 、
ロ
ド
リ
ゲス
著『日
本
大
文
典』

に
は
都の
と
と
ば
と
して
「
う」
「
う
ず」
「
う
ず
る」
を
あ
げなが
ら 、
「う」

と
後二
者と
の
相
違につ
い
て
は
何
も触
れ
て
い
ない
(土
井忠
生
氏
訳
本印

頁) 。
先に
あ
げた
天
草
版
『
伊
曽
保
物
語』
の
用
例を
思い
合わせ
る
と 、
あ

る
い
は
そ
の
差
異
は
さほ
ど
明
瞭で
な
かっ
た
の
か
も知
れ
ない 。

以
上は 、
「
う」
の
系
列と
「
う
ず(
る
ご
の
系
列
の
大
まか
なa比
較
で
あ

る
が 、
さ
らに
後
者の
系
列に
おい
て 、
「
う
ず」
と
「
う
ず
る」
の
聞
に
注

意
すべ
き
問
題が
見ら
れ
る 。

「
う
ず」
は 、
一
般に
「ん
と
すL
か
ら
「ん
ず」
を
経て
鎌
倉一
時
代
以
降

に
行な
わ
れ
た
と
さ
れる 。
連
休
形
は
本
来
「
う
ずる」
で
ある 。
活
用
語一

般につ
い
て
い
え
ば 、
室
町
時
代で
は
本
来の
連
体
形に
よ
る
終
止・
連
体の

は
た
ら
きの
統一
一が
大
体
完
成
し
て
い
る
の
で
あ
る
が 、
「う
ず」
「
う
ずる」

で
は
その
統一
が
遅
れ 、
終
止・
連
体に
お
ける
両
者
併
用の
時
期の
長
くつ

づ
い
た乙
と
が
知
ら
れ
て
い
る
在6) 。
乙
の
聞の
事
情につ
い
て 、
大塚
光
信

氏
は 、
室
町
時
代の
早い
時
期に
は
本
来の
終止
形
「う
ず」
が
「
う
ずる」

よ
り
も
勢
力
を
もっ
て
終止・
連
体
両
形と
し
て
用い
ら
れた
が 、
後「
う
ずる」

が
徐々
に
両
形に
勢
力を
得
て
いっ
た
と
説か
れる
在7) 。
また 、
山
内
洋一

郎
氏は 、
「
助
動
詞
『
う
ず』
につ
い
て」
(広
島
大
学
文
学
部
紀
要
第二
三
巻

三
号)
に
お
い
て 、
室
町
時
代の
終
止
用
法の
「
う
ず」
を 、
「
う
ずる」
に
よ

8 



る
終
止
用
法の一
般
化
し
た
後に
「
う
ず
る」
の
「る」
の
脱
落し
た 、
話
し

と
と
ば
の
新しい
語
形と
す
る
興
味
深い
発
言
を
し
て
居
ら
れる 。
い
ず
れに

せ
よ 、
そ
の
推
移に
は
考
察
すべ
き
問
題が
な
お
残さ
れ
てい
る
と
い
え
る 。

狂
言
古
本
に
お
ける
「
う
ず」
と
「
う
ず
る」
の
用
法の
実
態につ
い
て
次

に
見ょ
う 。

虎
明
本
お
よ
び
天理
本の
「
う
ず」
「
う
ず
る」
につ
い
て 、
山
内
氏
の
前

記
論
文に
お
ける
分
類
な
ど
を
参
考に 、
他
と
の
接
続の
仕
方に
よっ
て
整
理

す
る
と 、
次の
表に
な
る 。

助動詞「うJ íうずJ íうずる」の語形・用法IC関する一考察

純
粋
K
文

も
の(
中

|① 
も文

の末
の

詞| つ助用 | 金書
引三土工1 22
1 ζ | のム | 州 -;0 1 を長l 引 書 | 苫主 l 主宰

用文 | 文以 l JRと
中 | 下 I �る

② 

づ詞を文
く ?示末
もとす で�.�格引

⑦I @ I @ I @) I③| 
文
末

の
助
詞

も
の

「
か」
に
つ
づ
く

そ
の
他

の
助
詞「
が」「
は」「
を

「
に」「
に
て」
に
つ
づ
く
も

の

名
詞(
形
式
名
詞
を
合
む)
に
つ

づ
く
も

の

助
動
詞
「
や
ら
う」「
ら
う」

つ
づ
く
も

の

つ
づ
くlζ 

虎

明

本う
ず
る

つω組処

つ

ず
60l 2 。。。A法(語り)句。(小歌)

天

本う
ず
る

理

つ

ず
8 I 111 

o I 16 I 8 I 1 I 3 I 22 I 4 I 0 

4 。。。凋佳(諮り)qu
 

(小歌)

③ 

の助
詞

よ
な
っ

1C 
てコ

づ
く
もI!=ピ

。

。
一

71 

213 

54 

計

131 

虎
明
本と
天理
本
と
を
見る
に 、
「う
ず」
と
「
う
ずる」
の
比
は
丁
度
逆

に
なっ
てい
る 。
もっ
と
も
③以下で
は
大
体
閉じ
傾
向
を
示し
て
居り 、
そ

の
相
違
は
①と
② 、
つ
ま
り
終
止
用
法に
あ
ら
わ
れてい
るこ
と
を
知る 。
以

下で
は乙
の
部
分の
問題
を
中心
に
考え
る 。

虎
明
本
に
お
ける
①の
終
止
用
法
を
見る
に 、「う
ず」
六
O
例に
対
し「う

ずる」
四二
例
で
あ
り 、
「う
ず」
の
方が
や
や
多い 。

もっ
と
も 、
ζ
の
場
合

か
たっ
て
き
か
せ
申さ
う
ず
る
\:(せ
い
らい 、
二
位
キ)

同
道
申
さ
う
ず
る
\・
(し
う
ろん 、
ニ
mコ)

此
御
社に
て
あ
ら
う
ずる
\
(
鉢
叩 、
一
蹴カ)

無さ
し
で
ど
ざ
あ
らふ
ずる
\
(かミ
な
り 、
二幻
ク)

内か
ら
おと
た
や
ら
う
ず
\:一(あ
さ
う 、
一
加工)

あ
げ
ま
らせ
う
ず
\・(
腐盗
人 、
一
加
サ)

な
ど
明
ら
か
に
せ
りふ
の
末
尾に
来る
例
の
場合
(「う
ずる」
一
O
例 、
「う

ず」
三
例)
に
は
そ
の
切
れ
目が
明
瞭で
ある
が 、
せ
りふ
の
中
途の
場
合に

は
切
れ
目が
必
ず
し
も
明
瞭で
な
く 、
終
止
形といっ
て
も 、
む
し
ろ
中
止
法

的
な
は
た
ら
きで
後につ
づ
い
てい
る
と
思わ
れ
る
もの
も
多
い 。
こ
れは

「
う
ず
る」
よ
り
も「
う
ず」
に
おい
て
顕
著で
あ
る 。

ち
ゃ
を
もたベ
う
ず 、
そ
な
た
を
頼た
ひ
事が
有
(や
る
ζ 、
二
問
ウ)

右の
御さん
用ハ
か
さ
ね
て
きっ
とい
た
さ
る〉
で
ご
ざ
らふ
ず 、
只A f

9 



の
かハ
りハ
もっ
て
まいっ
た
(
ち
ど
り 、
二
加
キ)

乙
の
用
法
は 、
山
内
氏の
前記
論
文に
も
指
摘
さ
れ
た
よ
うに 、
次に
あ
げ

る
対
句
的
表
現に
おい
て一
層
明
瞭に
見
ら
れ
る 。
(「う
ず」
一
八
例)

仕
合が
ょ
うど
ざ
らハ
も
と
り
ま
らせ
う
ず 、
仕
あ
わ
せ
が
わ
る
くハ
も

ど
り
ま
ら
す
まひ
(に
わ
う 、
三
脱
ウエ)

うるh
な
らハ
う
れ
う
ず 、
う
れ
ずハ
う
れ
まひ
に:・
(
河
原
太
郎 、
二

制
ウ)

わ
た
く
し
の
ま
けた
らハ
で
し
に
な
らふ
ず 、
かっ
た
らハ
弟
子に
せ
う

(
か
うや
くね
り 、
三
凶
ク)

わど
りょ
にハ
花
をミ
せ
う
ず 、
身北〈ハ
花
を
かが
ふ
と
恩
ひ
する
よ

(さ
る
ざ
と
う 、
二
制
カ)

もっ
と
も
もた
せ
う
ず 、
もつ
まひ
とい
ふ
と
も:
(乙
ぷ
う
り 、
一
制

キ)
乙
れ
らの
用
法
は 、
「
う
ずる」
に
は
ほ
とん
ど
見
ら
れ
な
い
もの
で
あ
る 。

「
う
ず」
で
は 、
右の
よ
うに
中
止
法
また
は
対
句
的
用
法
と
し
て
前
後
の

勾
を
密
接に
結びつ
けてい
る
と
恩わ
れ
る
もの
が 、
控え
目に
見て三
O
例

は
数
え
ら
れ 、
ζ
れ
を
除
くと 、
①の
「
う
ずる」
と
「
う
ず」
の
関係は
逆

転
する 。
つ
ま
り 、
平
常の
終
止
用
法
と
し
て
は 、
「
う
ず
る」
が
幾
分
多
い

と
も
言
え
る
の
で
あ
る 。

次に 、
虎
明
本
に
お
ける
②のa
は 、
「と」
以
下が
地
の
文
と
なっ
て
居

る
もの
で(剖
注の
形
式の
もの
が
多い
て
終
止
用
法
と
し
て
①に
準
ずる
も

の
で
あ
る
が 、
乙
の
場
合
も
「
う
ず」
一
例
に
対し
「
う
ずる」
四
例
で 、

「
う
ずる」
の
方が
多い 。

し
う
と
と
か
くい
まの
が
そ
で
あ
らふ
ず
と
云
て:・(
樽
笠 、

注

一
蹴
ス)
割

さい
ぜ
ん
の
寄のへ
ん
か
を
せ
う
ずる
とい
ふ
て・
(
あ
くた
川 、
三
瑚

ケコ)
割
注

おっ
とよ
ろ乙
び 、
さ
らハ
さ
かづ
き
を
だ
さ
う
ずる
とい
ひ
て
(い

ハ
は
し 、
二
割
サ)
割
注

ま
た 、
②の
b
は 、
②のa
と
同
じ
く
「
と」
につ
づ
い
てい
る
もの
で
あ

る
が 、
乙
ち
ら
は 、
会話
文の
中で
「と」
まで
のこ
と
が
ら
を
引
用・
紹
介

する
形
式
を
と
る
もの
で
ある 。
と
の
場
合
も
虎
明
本で
は
「
う
ず」
二
例に

対
し
「
う
ずる」
五
七
例
と
圧
倒
的に
「う
ずる」
が
多い 。

か
た
わ
な
る
もの
を
御ふ
ち
あ
らふ
ずる
と 、
高
札
をう
た
れ
た
と
申

(三
人
が
た
は 、
三円
カ)
か
た
わ
独
自

此
所に
て
ぬ
し
を
もい
た
そ
う
ずる
と
ぞ
ん
じて
下
り
申
て
候
(ぬ
し 、

二
問
ウ)
師
匠↓
平
六の
妻

今日
む乙
殿の
ど
ざ
らふ
ずる
との
御
事じゃ
(お
か
太
夫 、
一
郎
ウ)

し
うと
独
自

右の
例
に
見ら
れ
る
よ
うに 、
「と」
の
上の
句は 、
生の乙
と
ば
の
引
用・

紹
介とい
う
よ
り
も 、
客
体
化さ
れ
た
形で
の
引
用・
紹
介で
あ
り 、
し
た
が

っ
て 、
幾
分
客
体
化さ
れた
性
格の
あ
る
連
休
形
「
う
ずる」
が
用い
ら
れ
る

に
ふ
さ
わ
しい
場で
あっ
た
と
恩わ
れ
る 。

乙
の
②の
b
の
用
法
は 、
天理
本で
も

一
げい
あ
る
者を 、
む乙
花 、
と
らふ
ずる
と
高札
を
う
た
れた
と
申ほ

ど
に
(上八十七八
帰
前)

お
道
具ハ
か
ゃ
う
の
め
で
たい
事が
御
ざ
あ
らう
ずる
と
存テ
お
小
袖上

下
まで
よ
う
い
い
たい
タ
と
云
(下五
あ
さ
う)

な
ど
「
う
ずる」
二
二
例に
対し
「
う
ず」
四
例と
や
は
り
「う
ずる」
が
圧

倒
的に
多
く
用い
ら
れてい
る 。
ζ
の
現
象は 、
先の
表の
①@
⑤の
場
合の
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「
う
ずる」
専用
と
共
通す
る
理
由に
よ
る
もの
で
あろ
う 。

②の
b
以
下
で
は
虎
明
本
と
天
理
本に
見ら
れ
る
傾
向が一
致す
る
が 、
①

お
よ
び
②のa
で
は 、
両
者に
相
違
が
認め
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、
と
の
場
合 、

虎
明
本
で
つつ
ずる」
が
合
計
四
六
例
認め
ら
れ
るの
に
対し 、
天理
本
で
は

わ
ず
か
四
例
で
あ
り 、
そ
の
乙
と
と
応じ
て
天理
本
で
の
「
う
ず」
の
優
勢が

明
瞭に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

天理
本
の
①の
用
例
は

ソコ
ニ 、
と
もだ
れが
あ
らふ
ズ 、
其
内ニ 、
仏
の 、
お
く
り
ゃ
ら
う
ず

そ
れ
を 、
よ
ひ
か 、
あ
しい
か
お
ど
ろ
じ
ヤレ
(上三十六仏
作)

もっ
と
も 、
もた
せ
うズ 、
モ
タズ
トモ 、
も
た
せ
うト
云(上廿九乙
ぷ

う
り)

な
ど 、
虎
明
本
と
同じ
く
「
う
ず」
に
よ
る
中
止
法
乃
至
対
句
表
現の
例が
多

く
認め
ら
れ
る
が 、
明か
な
文
末
表
現の
例
と
し
て
は 、
つつ
ず」
が
若
干
認

め
ら
れ
る
だ
けで 、
虎
明
本に
多
く
用い
ら
れ
た
「
う
ず
る」
の
例
は
見ら
れ

E
、。
‘干上司'bu・

弓
を
もた
せ
て 、
い
て
じ
ゃ
と
云
テ
や
らふ
ず
(上八十七八
幡
前)

今
度ハ
方
便を
もっ
て
と
らふ
す
(抜六十七
布
施な
ひ
経)

そ
れ
ほ
ど 、
な
に
も
もた
ね
ば 、
た
の
し
う
つ
な
しに
くけ
れ
共 、
ず

い
ぶ
ん
な
ひ
て
と
ら
せ
うす
(上七十九
福の
神)

もっ
と
も 、
虎
明
本
と
天理
本で
は
記
述の
方が
異な
り 、
天期比
本で
は
多

く
全
体が
説
明
文の
形
式
を
と
る 。
し
た
がっ
て
天
理
本
の
②のa
の
部
分が

虎
明
本
の
①に
も
該
当
す
る
と
い
え
る 。
乙
の
天理
本
の
②
の
a
で
は 、
「
う

ず
る」
が
次の
例
な
ど
四
例
認め
ら
れ
る 。

な
ん
ぞ一
げい
な
らふ
て 、
む
乙
に 、
な
ら
う
ずる
と
云
テ

八
幡
前)
餐
独
自

助動詞「うJ íうずJ íうずる」の語形・ 用法iζ関する 一考察

(上八十七

ふ
ミ
を
進
上
利刈ト
云
て 、
太郎
く
わ
じ
ゃ
をよ
び
出ス
(下五十七
文に

な
ひ)
主
独
自

ζ
れ
は 、
虎
明
本
の
①の
四二
例(
②のa
の
四
例
を
加え
て
四
六
例)
に

く
らべ
た
場
合 、
き
わ
め
て
少ない
といえ
る
し 、
ま
た
天理
本の
②のa
で

は 、
さ
らに
「
う
ず」
が
「
う
ずる」
よ
り
も
多
く

二
人
共に 、
め
い
わ
くせ
うズ
ト
云
て
帰る
(下四十ば
うし
ば
り)

乙
ち
衆の
ζ
、ふ
ろ
を
見
うと
思ふ
て 、
い
わ
れ
た
物で
あ
らふ
す
と
云

(下回三
本の
柱)

わ
ど
り
ょ
の 、
乙
ちへハ 、
も
ど
らぬ
と 、
い
わ
ふ
ず
と
云(上八十五
もら

ひ
鴛)

な
ど
八
例
認め
ら
れ
る
の
で
あっ
て 、
い
ず
れに
せ
よ
天理
本の一
般の
終
止

用
法に
お
け
る
「
う
ず」
の
優
勢 、
「
う
ずる」
の
劣
勢は
うど
か
な
い
と
い

え
る 。虎

明
本
と
天理
本に
見ら
れ
る
こ
の
相
違
を
どの
よ
うに
解
釈
すべ
きで
あ

ろ
うか 。

山
内
洋一
郎
氏に
よ
れ
ば 、
虎
明
本の
終
止
法
と
し
て
の
「
う
ず」
と
「
う

ずる」
の
聞に
前
者は
目上
か
ら
目
下に 、
後
者は
目
下
か
ら
目
上に
とい
う

大
体の
使
い
分
けが
あ
る
とい
う 。
ま
た 、
酒
井
窓二
氏に
よっ
て 、
天
草
版

『
伊
曽
保
物
語』
に
も 、
同
様の
使い
分けの
ある
乙
と
も
報
告
さ
れ
て
い
る

(
「
天
平
本
伊
曽
保
物
語

の
文
章
」

日
本
大
学
文
学
部
研
究
年
報
第
七
総)

。

詩

の
感じ
か
らそ
の
使
い
分
け
はそ
れ
な
りに
首
肯で
き
る
が 、
虎
明
本
と
閉じ

時
期の
天理
本で
は
乙
の
種の
使い
分
け
は
必
ず
し
も
明
瞭で
ない 。
そ
し
て

一
般
的に
文
末の
終
止
法
と
し
て
は 、
虎
明
本で
は
む
しろ
「
う
ずる」
が
多

く
逆に
天理
本
で
は
「
う
ず」
が
優
勢と
なっ
て
い
る
の
で
ある 。

室
町
時
代
末
乃
至
江
戸
時
代
初め 、
い
ず
れに
し
て
も
「
う」
の
勢
力の
前
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に
幾
分
古め
か
しい
感
じ
を
もっ
「う
ず」
「う
ず
る」
で
あっ
て
み
れ
ば 、

そ
の
中で
の
同
じ
用
法の
際の
相
違の
識
別
は 、
か
な
り
鋭
敏
な
意
識に
もと

づ
く
もの
と
恩
わ
れ
る 。
言い
方を
変え
る
と 、
虎
明
本に
見ら
れ
る
識
別が

果
し
て
当
時一
般に
見ら
れ
る
現
象
な
の
か
疑
問に
思
え
る
の
で
ある 。
天理

本
に
お
い
て
両
者の
区
別
は
不
明
瞭で
あっ
た
が 、
他に 、
た
と
え
ば
江戸
時

代
初め
の
成
立
の
『
醒
陸
笑』
に
お
い
て一
般の
終
止に
もっ
ぱ
ら
「
う
ず」

の
用い
ら
れ
て
い
る
(「・
う
ず
と 。」
の
形
式
が
多い)
と
と
も 、
共
通
し
た

性
格
を
感じ
さ
せ
る 。
江
戸
時
代
初め
頃で
は 、
「
う
ず」
「
う
ずる」
の
衰
退

の
流
れ
の
中で
両
者の
使
い
分
け
も
失
な
わ
れ 、
「う
ず」
の
語
形で
若
干
存

続
し
た
とい
う乙
と
で
もあ
ろ
う
か 。

乙
う
見て
来る
と 、
虎
明
本に
見
ら
れ
る 、
一
般
終
止
用
法に
お
け
る
「
う

ず」
と
「う
ずる」
の
使
い
分
け
は 、
大
蔵
虎
明の
規
範
意
識に
よっ
て
幾
分

拡
大
化
さ
れ
た
もの
で
あ
り 、
少な
く
も書
写
時に
お
け
る一
般
的
な
状
態の

反
映
と
は
い
え
ない
よ
う
に
も恩う 。

と
こ
ろ
で
先に
記
し
た
よ
う
に 、
虎
明
本・
天
理
本
の
①の
用
法に
お
い
て

「
う
ず」
は
文
末の一
般
的
終
止よ
り
も中
止
法
乃
至
対
句
表
現に
用
い
ら
れ

る
と
とが
多かっ
た 。
そ
し
て
ま
た 、

き
く
事
もあ
ら」
ず 、
又
き
か
ぬ
事
もお
り
ゃ
らふ
(
虎
明
本・
うつ
ぼ

ざ
る 、
一
一仙エ)

お乙
せ
ず
と
もと
らふ
ず 、
お乙
す
る
と
もと
らふ
(
虎
明
本・
樽
担 、

一
剛
サ)

さ
う
も
御
さ
ら
う
ず 、
き
、:てこ
な
ひ
で
も
あ
らふ
と
云(
天舟
木・
下三

は
りたと)

身ど
し
らへ
もい
た
さ
う
ず 、
る
すの
義
を
申つ
け
うト
云
(
天理
本・

下七十八
附
記)

の
よ
うに
「・:
う
ず 、・:
う」
の
形が
多
く
認
め
ら
れ
る
が 、
ζ
れに
も
「
う」

の
優
勢の
中で 、
「う
ず」
が
中
止
法
乃
至
対
句
的
表
現K
杭極
的
な
役
割
を

来
し
てい
る
こ
と
を
知る 。

乙
の
中
止
法
乃
至
対
句
的
表
現
の
「う
ず」
は 、
た
と
え
ば一
般の
終
止に

は
「
う」
の
み
を
用い
てい
る
説
経
浄
期
璃に
お
い
て
も

大
郎
殿の
御い
けん 、
き
く
事
もあ
らう
ず 、
又
き
か
ぬ
事
も
御さ
らう

(さ
ん
せ
う
太
夫
《
与
太郎
正
本》
下)

よ
き
と
き
は
そ
お
ふ
す 、
あ
し
き
時は
そ
う
まい
の
けい
や
く
は
申
さ
す

(せっ
き
ゃ
う
しん
と
く
丸
《佐
渡
七
太
夫正
本》
下)

の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て 、乙
の
用
法に
お
ける
つつ
ず」
の
頻
用

が 、
江
戸
時
代
以
降 、「う
ずる」
と
「う
ず」
の
う
ち
後
者の
形
を
残
す(い
ず

れに
せ
よ
勢
力
はない
が)
一
つ
の
原
因に
なっ
てい
る
もの
と
恩わ
れ
る 。

中
止
法
乃
至
対
句
的
表
現に
用い
ら
れ
る
「う
ず」
に
関
し 、
山
内
洋一
郎

氏
は
前記
論
文で 、
よ
り
改
まっ
た
語
感
を
もっ
「
う
ずる」
の
省
略さ
れ
た

もの
で
あ
り 、
そ
の
軽い 、
く
だ
け
た
語
感が
中
止
法
乃
至
対
句
的
表
現に
ふ

さ
わ
しい
もの
と
し
て
定
若し
た
と
説か
れ
る 。
同
様に
文
末
終
止の
場
合
も

「
う
ず」
は
「
う
ずる」
よ
り
もく
だ
けた
形で 、
し
たがっ
て
多
く
目
上
か

ら
目下
に
対
するζ
と
ば
と
し
て
用い
ら
れた
と
さ
れ
る 。

もっ
と
も 、
「
う
ず」
を
「
う
ずる」
の
省
略と
決
す
る
に
は
ま
だ
考
察
の

余
地が
ある 。

中
止
法
乃
五
対
句
的
表
現
を
「
う
ず(る
ご
の
語
類に
よっ
て
示
す
と
す
る

と 、
「う
ず」
か
「
う
ずる」
を
用い
な
け
れ
ば
な
ら
ない
わ
け一で一あ
り 、
そ

の
際 、
同
じ
く
終
止
形と
し
て
用い
ら
れ
てい
る
両
形の
う
ち 、
休
言
的・
固

定
的
感じ
の
強い
「
う
す
る」
よ
り
も
語
感
上
後につ
づ
く
感じ
の
強い
「
う

ず」
が一
般に
用い
ら
れる
よ
う
に
なっ
た
と
解
し
うる
よ
う
に
恩う 。
そ
の
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助動詞「うJ íうずJ íうずる」の語形・ 用法IC関する一考察

際 、
乙
の
「う
ず」
が一
般に 、
述
体
形
「う
ずる」
が
終
止
に
用い
ら
れ
る

よ
うに
なっ
て
か
ら
「る」
の
脱
落に
よっ
て
生
じ
た
もの
か 、
本
来
の
「
う

ず」
「
う
ずる」
の
併
用がつ
づ
い
て 、
そ
の
語
感に
よっ
て
多
少
用
法
が
わ

か
れ
た
と
解
すべ
き
かに
は
ま
だ
問
題が
残る 。
私
自
身
か
らい
え
ば 、
後
者

に
解し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
が 、
い
ず
れに
せ
よ
結
果
的に
は
「う
ず」
の

もつ
軽や
か
な
語
感
が 、
乙
の
役
割の
定
着に
強い
か
か
わ
り
を
もっ
乙
と
は

事
実
と
思
わ
れ 、
と
の
点に
関
する
山
内
氏の
御意
見
は
首
肯さ
れ
るべ
きと

と
で
あ
る 。
特に 、
対
句的
表
現に
お
い
て
「う
ず
る」
の
全
く
認
め
ら
れ
な

い
乙
と
も 、
両
者の
語感
の
差
を
示
す
もの
とい
え
よ
う 。

な
お 、
天
理
本の
つつ
ず」
の
表
記に
おい
て
四
例
次の
よ
うに
特
殊
な
も

の
が
見
ら
れ 、
注
意
を
ひ
く 。

六ツ
大乙
ノ
時
分ニ
ツマ
ど
の
上
か
ら
れ
う
そ
く
ヲ
請
取ズ
と
云タ(上五

じ
し
ゃ
く)

そ
な
た
ヲ
う
ちへ
入ズ
(上廿五い
な
ば
だ
う)

固定ハ
お
もし
ろ
か
ら
う
行ズ
さh
ゑ
を
もた
せ
い
ト
云
(下品川一
若
菜)

一
度に
ない
た
らパ 、
太
郎
く
わ
じ
ゃ
も草
臥ズ
馬に
き
ずが
ある
物
じ

ゃ
明日
なし
ま
ら
せ
うト
云
(下六十五
人
を
馬)

こ
の
例
を 、
後の
中
部
方
言の
推
量
の
助
動
詞
「
ず」
と
同一
の
形
の
もの

と
見る
か 、
単に
「
う
ず」
の
略
記
と
見る
か
は
明
ら
か
で
ない 。

江
戸
時
代
初め 、
和
泉
流
家
元
は
尾
張
公の
庇
護
下
に
あ
り 、
し
た
がっ
て

天
理
本
に
こ
の
表
記
の
見ら
れ
る
と
と
は 、
両
者の
関
係
を
感
じさ
せ
な
く
も

な
い 。
た
だ 、
ζ
の
形
を
使
用
す
る
狂
言の
登
場人
物
が
特定
の
地
域
の
もの

で
ない
ζ
と 、
そ
し
て
ま
た 、
ζ
の
磁の
表
記の
例が
室
町
時
代
中
期
の
抄
物

に
も
見
ら
れ
る
在B)
乙
と
な
どに
よっ
て
考
え
る
に 、
乙
の
場
合
も
「
う
ず」

の
単
な
る
略
記
と
解
す
方が
妥
当の
よ
う
に岡山わ
れ
る 。
ち
な
みに
虎明
本に

はこ
の
種
の
表
記
の
例が
見ら
れ
な
かっ
た 。

「う」の接続と「ょう」の実態

||上一・二段活用動間接続の場合を中心に
ll

「
う
ず」
「
う
ず
る」
が
衰
退
の
傾
向に
あ
る
中で 、
「
う」
が
ひ
き
つ
づ
き

盛ん
に
用い
ら
れ
る
が 、
「
う」
が
現
在の
「
う」
「ょ
う」
の
語
形・
用
法
を

示
す
まで
に
は 、
い
ろい
ろ
の
段
階が
見ら
れ
る 。

室
町
時
代
末
の
吉
利
支
丹
資
料
(ロ
ド
リ
ゲス
『
小
文
典』
を
除
く)
で
は

「
ょ
う」
は
上一
段
活
用
動
詞
「
射る」
「
居る」
につ
づ
く
場
合だ
けで 、
そ

の
他
の
上一
段
活
用
動
詞の
ほ
か上二 、
下一
・
下二 、
サ
変
活用
動
詞の
場

合は 、
「ミ(
見)
ヨ
ウ」
「オ(
蕗)
チョ
ウ」
「
ウ(
受)
キョ
ウ」
「ショ
ウ」
な

ど
オ
段
助
長
音
を
示
す
し 、
ま
た 、
そ
れ
に
若
干
先立つ
資料に
は 、
上一
­

二
段
活
用の
語に
お
い
て
「
ミ(
見)ユ
ウ」
「オ(
落)
チュ
ウ」
の
よ
うに
ウ

段
助
長
者の
段
階の
あっ
た
ζ
と
も知
ら
れ
てい
る 。
ま
た 、
東
国
語
系
の
抄

物の
調
査
か
ら 、
東
国に
お
い
て
「ょ
う」
の
発達が
早い
とい
う
興
味
深い

指
摘
もな
さ
れ
て
い
る
在
旦 。

右の
こ
とが
らに
関し 、
虎
明
本・
天理
本
な
ど
の
狂
言
古
本に
見ら
れる

現
象
は 、
結局
の
とと
ろロ
ド
リ
ゲ
ス
著
『日
本大
文
典』 、
天
草
版
『
伊
首

保
物
語』
に
あ
ら
わ
れ
る
もの
と
大
差な
い 。

虎
明
本二
百三
十一
助
の
う
ち
助
動
詞
「ょ
う」
の
明ら
か
な
例は 、
出半
母

音
を
語
幹と
す
る
上一
段
活
用
動
訓
「
射る」
(三
例)・「居
る」
(二
例)
に

つ
づ
く
場
合
だ
け
で
あ
り 、
乙
のと
と
は
天
理
本で
も
同
様
で
あ
る
(「射ょ

う」
三
例 、
「居
ょ
う」
五
例) 。

室
町
時
代
の
抄
物
に
は 、
中
間
的
形と
し
て
「
居ウズ」
(「う
ず」
の
例で

あ
る
が)
の
ど
と
き
例
も指
摘
さ
れるが
韮虫 、
狂
言台
本で
は 、
乙
の
砲の

例
は
見
ら
れ
ない 。

2 
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ま
た 、
狂
言
古
本に 、
「ょ
う」
に
準ずる 、
「
あた(
与)
ょ
う」
「
す(
据)

ょ
う」
「お
し(
教)
ょ
う」
(虎
明
本で
二
三
例)
な
ど
の
例
を
見る
が 、
乙
れ

ら
は
助
動
詞の
「ょ
う」
の
成
立
とい
う
よ
り 、
ハ・
ャ・
ワ
方
下二
段
活
用

動
詞の
よ
うに
未
然
形
の
活
用
語
尾が刷の
場
合に 、
「う」
と
結
び
つ
い
て

生
じた
音
批の一
現
象と
い
うべ
き
もの
で
あ
る 。

そ
の
他 、
後の
時
期に
「ょ
う」
の
形を
と
る
もの
で
も 、
狂
言
古
本で
は

そ
の
明か
な
例が
見
ら
れ
ない 。
虎
明
本で
い
えば
カ
変
活
用
動
詞の
場
合に

は
「
来
う」
(二
六
例)
の
表
記の
み
で
あ
り 、
下一
段
活
用
動
詞
「
蹴
う」

(
四
例)
の
場
合
も
同
様で
あ
る 。
後
者は
オ
段
劫
長
音
を
示
す
と
解
さ
れ
る
が 、

さ
らに 、
サ
変・
下二
段
活
用
語
の
場
合
も 、
「ショ
ウ」
「
受キョ
ウ」
な
ど

大体
オ
段
劫
長
音
を
示
す
と
解
さ
れ
る
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
上一
・
二
段
活

用
動
詞につ
づ
く
場
合
も
結
論と
し
て
オ
段
働
長
音
を
示
す
と
思
わ
れ
る
が 、

乙
の
場
合
表
記の
面に
お
い
て
注
意
すべ
き
現
象
が
見ら
れ
る 。

虎
明
本に
お
い
て 、
「
う」
の
類の
表
現は 、
上一
段
活
用
動
詞
に
つ
づ
く

も
の
とし
て 、
先に
あ
げ
た
「
射る」
「
居る」
の
ほ
か
「
見る」
「
若る」
に

つ
づ
く
例
を
見る 。
た
だ
し
「
見る」
「
着る」
の
場
合 、
同
じ
上一
段
活
用

動
詞と
は
い
え 、
単
母
音
の
語
幹を
もっ
「
射
る」
「
居る」
につ
づ
く
場
合

と
異
な
る
形を一不
す 。

ま
ず
「
見る」
につ
づ
く
場
合 、
虎
明
本で
は
例
外
な
く
「
み
(
見)
う」

(
九二
例)
と
表
記
さ
れ
る 。

心パ
へ
を
見う
た
め
じ
ゃに
(
秀
句傘 、
一
知
ウ)

様
子
を
見う
と
存る
が
(
枕
物
狂 、
二
似
カ)

言
葉を
か
け
て
ミ
う
(
空
腕 、
二
加
ク)

乙
の
相場
合 、
補
助
動
詞
的に
「
て
み
う」
と
用い
ら
れ
た
もの
の
方が
多

い
が 、
とに
か
く
「
見え
う」
の
転
と
解さ
れ
る二
例
を
除
き 、
「
み
よ
う」

の
表
記
の
例
は
認め
ら
れ
ない 。
乙
の一
貫し
た
「
み(
見)
う」
の
表
記
は
天

理
本で
も
全
く
同
様で
あ
り 、
注
意
を
ひ
く 。

ζ
の
よ
うに
虎
別
本・
天理
本い
ず
れ
も
「
み
う」
の
表記
が
な
さ
れ
てい

る
と 、
ζ
れが
「
ミ・
ウ」
なの
か
「
ミュ
ウ」
ま
た
は
「ミョ
ウ」
な
の
か

問
題に
な
る 。

吉
利
支
丹
資
料で
は一
般K
ED-
g
g
の
表
記-が
な
さ
れ 、
「ミョ
ウ」

の
発
音
を
示し
てい
る
と
理
解さ
れ
る
が 、
土
井忠
生
氏に
よ
れば 、
ロ
ド
リ

ゲス
著
『
小
文
典』
(元
和
六
年
l一
六二
O
刊)
に 、
上一
段
活一周
動
詞
に

つ
づ
く「
う」
の
形をウ
段
動
長
音
の
「
亡ヒュ
ウ」「
見ュ
ウ」「
試ミュ
ウ」

と
記
し
て
い
る
旨の
指
摘
が
あ
り
(『
吉
利
支
丹
語
学の
研
究』
郡
都
頁) 、
そ

の
他
か
ら
も 、
室
町
時
代は 、
「
見
う」
が
「
ミ・
ウ」
↓「ミュ
ウ」
↓「ミヨ

ウ」
↓(「ミ・
ヨ
ウ」)
と 、
転
ずる
急
激
な
変
動の
時
期に
あ
るこ
と
を
知
る

(注
巴。

14 

し
た
がっ
て
表
記
か
ら
だ
け
い
う
と 、
虎
明
本・
天理
本の
例
は 、
「ミユ

ウ」
の
発
音
を
示し
てい
る
と
も見ら
れ
る 。
し
かし 、
両
本に
「
み
ゅ
う」

の
表
記の一
例
も
見当り
れ
ない乙
と 、
また
「
見る」
と
同
様に
未
然
形
の
末

尾
に
い
音を
もっ
上二
段
活用
動
詞が
「
う」
につ
づ
く
場
合 、
後に
あ
げ

る
よ
うに
大体
オ
段
働長
音
を
示
す
表
記
をし
てい
る乙
とが
問
題に
な
る 。

ま
た
虎
明
本・
天
理
本
とほ
ぼ
同
時期の
虎
清
狂
言
本
(正
保三
年
|一
六
四

六
書
写)
に
次
の
よ
う
に
「みよ
う」
の
例の
多い
と
と
に
も
注
意さ
れ
る 。

ずい
ぶ
ん
そ
れが
し
もよ
い
よ
うに
し
て
み
よ
う
(
きん
や 、
お
頁
下)

ち
と
又は
ら
をた
てh
みよ
う
(かず
み
お
と乙 、
引
頁
下)

あ
ま
り
お
もい
ほ
どに 、
さ
らば
ひ
ろ
げて
みよ
う
(
文
荷 、
川叫
頁上)

大
蔵
虎
清と
大
蔵
虎
明は
父
子の
間
柄(注ロ)
で
あ
り 、
乙
の
両
者の
記
し
た

両
蓄に
おい
て
見
ら
れ
る
表
記上
の
相
違
がそ
の
ま
ま
発音の
相
違
を
示し
て
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い
る
と
は
考
えに
くい 。
特に
父
親の
虎
清
の
強く
関
与し
て
い
る
虎
清
本に

変
遷
の
過
程
か
ら
見て 、
む
し
ろ
新
しい
現
象
を
示
す
と
思
わ
れ
る
表
記
の
見

ら
れ
る(注
目ζ
とに
おい
て 、
一
層そ
の
感が
深い 。
一
般
的に
見て
虎
清
本

に
表
音
的
な
表
記の
傾
向が
強い
よ
う
で
あ
り 、
両
者の
相
違
は 、
発音
上
の

相
迭
を
反
映
す
る
とい
う
よ
り
も
表
記に
お
ける
態
度
の
相
違
と
考
え
ら
れ

る 。
そ
の
際 、
虎
明
本
に
おい
て
よ
り
強
く
伝
統
的
な
表記
を
守っ
た
と
い
う

乙
と
の
ほ
か
に 、
も
う一
つ 、
「
見え
う」
の
転
じ
た
「
見ょ
う」(「ミ・ヨ
ウ」

虎
明
本で
は
二
例)
と
の
混
同
を
避
けよ
う
と
す
る
意
識
も
あっ
た
も
の
と
思

う 。
ち
な
みに 、
現
行
狂
言で
は
各
流
と
も
「ミョ
ウ」
と
発
音
する 。

ま
た 、
上一
段
活
用
動
詞
「
着る」
につ
づ
く
例は 、
虎
明
本
に
おい
て
次

の一
例の
み
で
あ
る 。

う
は(
ら)ハ 、
(き
ゃ
う
物
もなふ
て)(注M)
さむ
う
て
乙
そい
ま
す
れ

(よ
ね
い
ち 、
三
日
カ)

ζ
の
「
き
ゃ
う」
は
「き
ゅ
う」
に
近い
微
妙な
字体で
あ
る
が 、
や
は
り

「
き
ゃ
う」
と
読むべ
き
も
の
で
あ
ろ
う 。
そ
し
て乙
の
「
き
ゃ
う」
は 、
「
見

う」
お
よ
び
後の
上二
段
活
用
動
詞の
場
合
を
く
らべ
合わ
せ
る
と 、
オ
段
劫

長
音
「キョ
ウ」
を
示
す
もの
と
解さ
れ
る 。

とと
ろ
で 、
上
二
段
活
用
動
詞の
「
う」
につ
づ
く
例
は
虎
明
本で
六
例
あ

る
が 、
伝
統
的
表記で
な
く
大体
次の
例
に
も知
ら
れ
る
よ
う
に
オ
段
勧
長
音

を
示
す
た
め
の
表
記
上
の
工
夫が
な
さ
れ
て
い
る 。

く
わ
ん
た
ひ
す
けう
(横
座 、
三
加
サ)
過ギ
ウ

ぢど
くに
お
てふ
(
し
み
ず 、
二
川コ)
落チ
ウ

な
に
し
に
お
で
う
(よ
ろい 、
一
回
キ)
怖ヂ
ウ

ζ
れ
ら
は
本
来イ
段
音+「
う」
の
表
記の
あ
るべ
き
とこ
ろ
で
あ
る
が 、

右の
表
記
は 、
「イ・ウ」
の
音か
らウ
段
助
長
音
「
lュ
ウ」
を
経て
オ
段
劫

Jl;fJ動詞「うJ rうずJ rうずる」の語形・ 用法IC関する一考察

長
音「
|ヨ
ウ」
に
転じ
た
乙
と
を
示
す
もの
で
あ
ろう 。

ま
た 、
次の
表
記
の
例
もあ
る 。

もは
や
汝ハ
す
ぎ(よ)
うが
(ぬ
けが
ら 、
二
位
カ)
過ギ
ウ

是で
と
り(や)
う
と
ぞん
ずる
(悪
太
郎 、
二
師
ス)
懲
リ
ウ

右
の
(
)
内の
字は
行
聞に
補
記
さ
れ
てい
る
もの
で
あ
る
が 、
字
体
は

同一
で
あ
る 。
と
れ
は
伝
統
的
な
表
記
を一
日戸汀ない
なが
ら 、
オ
段
劫
長
音

を
明
示
す
る
た
め
に
補
記
し
た
と
解さ
れる 。

七
まハ
りい
き
ょ
う
(文
山だ
ち 、
三叫
ウ)
生キ
ウ

の
例
もあ
る 。
と
れ
は
「ょ
う」
の
例
と
もい
え
る
が 、
前の
例か
ら
オ
段
助

長
音
を
示
す
もの
と
解
すべ
きで
あ
ろ
う 。
上二
段
活
用
動
詞で
は 、
ζ
の
よ

う
に 、
下二
段
活
用
の
語に
おい
て
「
あ(
明)
け
う」
「
はじ(
始)
め
う」
な

どエ
段
音
+「
う」
とい
う
本
来の
表記
が
普通で
あ
る
の
と
巡っ
た
形
を
示

す 。上
二
段
活
用
動
詞の
場
合 、
イ
段
音+「
う」
の
音
の
オ
段
劫
長
音
化
は
室

町
時
代で
も
比
較
的
新
し
く 、
そ
の
前に
ウ
段助
長
音
の
段
階
も考
え
ら
れ
る

か
ら 、
虎
明
本で
は 、
混
乱
を避
けて
発音を
明
確に一不す
必
要
を
感じ 、
オ

段
助
長且日
を
明
示
す
る
表
記の
工
夫が
な
さ
れ
た
と
解さ
れ
る
よ
う
に
思
う 。

そ
し
て
ま
た
狂
言
古
本で
は 、
い
ず
れに
せ
よζ
の
場
合に
ウ
段
助
長
音を
明

示する
表
記
の
認め
ら
れ
ない
と
と
も
注
意
さ
れ
る(注目) 。

(3)
仮
定
条
件
を
示
す
「
うぱ」
の
成
立
と
用
例

虎
明
本
に
おい
て 、
仮
定
条
件を
示
す
表
現
の一
つ
の
形
式
と
し
て
「
う

ば」
が
認め
ら
れ
る 。
(五
例)

そ
ちが
ゆ
かふハ
身
共
も
行
(し
うろ
ん 、
二
間コ)

と
め
さ
せ
ら
れつつ)ハ
と
ま
り
ませ
う
(
腹
不
立 、
ニ
瑚
カ)

御
しん
る
い
衆や 、
お
内
儀へ
も
御談
合な
さ
れ
て 、
其
上で
御ほっ
た
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い
な
さ
れ
うパ
と
もか
く
もでど
ざ
る
程に・
(
ろ
れん 、
二
附
キ)

の
ほ
ら
せ
ら
れふパ
お
と
もい
た
さ
ふ
(
し
う
ろん 、
二
削
ウ)

かハ
せ
ら
れ
うハ
かハ
せ
ら
れひ
(
あ
わ
せ
柿 、
三
川
オ)

同
様に
天
理
狂
言
本で
も
次
の
よ
う
に
見ら
れ
る 。
(
六
例)

あ
れ
ホ
ドニ
い
わ
りよ
ば
だ
ん
か
う
さ
せ
ら
れい
と
云
(上八十五
もらひ

匁)お
ど
ら
せ
ら
れ
うパ 、
か
さ
ハ
い
り
ま
ら
せ
ぬ
カ
ト
云
(下七十九
小

傘)乙
な
た
に
お
ひ
まが
入
ま
ら
せ
うパ
尚
以お
乙
さ
ま
達
は
おζ
し
ま
せ
ら

れ
イ
(下八十
千
鳥)

い
か
ほ
ど
わ
る
く
共 、
かい
て
く
だ
さ
れ
う
ば 、
か
た
じ
け
な
か
らふ
卜

云
(上七十三
引
数
怨)

よい
の
ホ
ド
お
出
ナサ
レ
テ 、
ふ
ひ
て
く
だ
さ
れ
うパ
恭か
らう
ト
云

(下八十七
吹
取)

お
弟
子
衆
ヲ一
人
お
下
し
ナ
サ
れ
うパ
恭カ
らう
卜
云
(下七十八
階
尼)

乙
の
「
う
ば」
の
例
は 、
次
に
あ
げる
足
利
学
校
蔵
『
人
天
眼
目
抄』(天
正

七
年
|一
五
七
五
以
前
成
立)
の
例が 、
そ
れ
と
認め
ら
れ
る
な
らば
早い
例

とい
え
る 。

蒲
詮
旧
価
銭安宮
門ハ
陸
州ニ
片
脚コ
ヂ
折レ
タニ
依テ
カ
陸
州ニ
両
脚
ヲ

コ
ヂ
折テ
クレ
ウハ 、
脚
長一
塁
室中ノ
処へ
ハ 、
行クマ
ジ
イ
者ヲ
睦
州

蒲
鞍
銭ヲ
負
居
者ヲ
ト・
(下 、
二
十
六ウ)

そ
の
他 、
室
町
時
代
末
の
も
の
と
し
て 、
当
時の
俗
認
を一不
す
『日
本
風土

記』{注凶}
(
文
職
元
年
|一
五
九二
成)
山
歌の

いとま

111111

暇
を
く
れ
おっつ)
は
韮
立、
く
れ
は
せ
で 、
川
舟よ
の 、
網
打
ち
掛
け

いつ

ttJt，t

て 、
何
時
ま
で
(一
多
詠
和
枯里
和
白
枯里
外
卸
迭
革
活
浮
尼
揺
那
子
那

烏
之
革
結
的一
子
埋
畳)
(
女
喫配
達)

の
例
や 、
慶
長
年
間
頃
成立
で
当
時の
小
歌
を
伝え
る
と
思
わ
れ
る
『
宗
安
小

歌
集』(注川崎)
の
次の
例
な
ど
を
見る 。

お
れ
は
石川
の
に乙
らね
と
もなふ 、
人
か
に
と
り
を
なふ
か
け
う

は
な
とし
ま
ら
せ
う
(一
五
二)

し
か
し
用
例
は
余
り
多
く
ない 。
ロ
ド
リ
ゲス
著『日
本
大
文
典』
に
は 、

仮
定
条
件を
示
す
表
現の
形
式
と
し
て 、
「上
げば」
「上
ぐ
る
な
らば」
「
上

ぐ
る
に
於い
て
は」
「上
げう
な
らば」
「上
げう
に
於い
て
は」
「
上
げう
に

は」
「上
げた
ら
ば」
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
が 、
「上
げ
うば」
の
例の
認め
ら

れ
ない
の
は 、
や
は
りそ
れほ
ど
勢
力
を
もっ
てい
な
かっ
た乙
と
を
示
す
も

の
と
も
思
わ
れ
る
(もっ
と
も
『小
文
典』
に
は
認め
ら
れ
る) 。

「
う
ば」
の
成
立
につ
い
て
は 、
「う
に
は」
の
転
じ
た
も
の
と
す
る
説 、

「
う」
に
接
続
助
詞
「ば」
の
接
し
た
も
の
と
する
説が
あ
る 。

「
う
に
は」
は 、
ロ
ド
リゲス
著『日
本
大
文
典』
に
も
記さ
れ
て
い
た
よ

う
に
室
町
時
代に
行な
わ
れ
てい
る 。
歌
謡
の
系
列の
資料で
い
え
ば 、
た
と

え
ば
『
閑
吟
集
(永正一
五
年
|一
五一
八
成)
に

し
げ
れ
松山 、
し
げらふ
に
は 、
木
か
げに
し
げ
れ 、
まつ
山(七
小)

の
例
を
見るし 、
ま
た 、
「
う
ば」
の
例の
見
ら
れ
た
『
宗
安
小
歌
集』
に

ゑ
し
ゃ
ちゃ
う
りそ
と
き
く
と
き
は 、
あ
う
て
な
に
しよ
そ
わ
か
れう
に

は
(
四
五)

さ
う
ない
乙
そ
い
の
ちょ 、
な
さ
け
の
お
りゃ
らう
に
は 、
い
き
ら
れ
う

か
の
(
七
二)

な
ど
「
うに
は」
の
例
を
見 、
両
者の
関係
の
可
能
性を
示
す 。
ζ
の
「う
に

は」
か
ら
「
う
ば」
へ
の
変
迭
は
意
味
上・
発音
上
容
易に
首
肯で
き
る 。
な

お 、
室
町
時
代
後
期か
ら江一戸
時
代
初
期に
か
けて 、
東国
系
の
洞
門
の
抄
物
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に 、
「
う
に
は」
(特に
「

た
ら
うに
は」
の
形)
が
仮
定
条
件の
表
現と

し
て
用い
ら
れ
て
い
る乙
と
に
関し 、
外
山
映
次
氏
は 、
室
町
時
代
の
話
しこ

と
ば
「
う
に
は」
が 、
話
しζ
と
ば
と
し
て
衰
退
し
た
末
期
以
降
も 、
洞
門
系

抄
物に
お
ける一
つ
の
表
現の
型
と
し
て
定
着
し
た
もの
と
述べ
て
居
ら
れ
る

在
日 。
こ
れ
らの
資
料で
は 、
「
う
に
は」
に
押
さ
れ
て
新
しい
「
うば」
が

一
般
化
し
ない
で
終
わっ
て
し
まっ
た
と
解
さ
れ
る 。
同
じ
洞
門
系
の
抄
物で

先
述の
『
人
天
限
目
抄』
に
も「た
ら
う
に
は」
が
ニ
例
見
ら
れた
が 、
一
方

あ
る
い
は
つっぱ」
と
読
み
うる
例の
見
ら
れ
た
と
と
を
記
し
た
よ
う
に 、
室

町
時
代
の
もの
で
は
多
少の
幅が
あっ
た
とい
え
よ
う 。

仮
定
条
件を
示
す
に 、
虎
明
本
で
は
「
己
然
形十
ば」
「連
体
形
(
休二一一口)
+

な
ら
ば」
「
連
用
形+
た
ら
ば」
な
ど
のほ
か 、
「
う
ば」
と
同
様に
「う」
を

用い
た
形
と
し
て
「
う
な
らば」
の
例
も
見
ら
れ
る(一
六
例 。
う
ち一
例「
う

な
ら」) 。あ

れが
ば
う
をふ
り
ま
ら
せ
う
な
らハ 、
私
もふ
り
ませ
う
(なべ
やっ

ぱ
ち 、
一
蹴
キ)

又
す
まふ
を
もと
ら
せ
ら
れ
う
な
らハ
か』へ
ま
ら
せ
う
(か
ず
まふ 、

一
湖
カ)

「
う
な
ら
ば」
は 、
室
町
時
代
の
上
方
語
系の
抄
物に
「
未然
形+
ば」
「
巳

然
形+
ば」
「
連
体
形(
体
言)
+
な
ら
ば」
な
ど
と
と
もに
見
ら
れ
る 。

恐
ら
く 、
「連
体
形(
体
言)
+
な
らば」
の
頻用か
ら
「
な一ら
ば」
が
仮
定

条
件を
示
す
慣用
的
表
現
と
し
て
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り 、
さ
らに
そ
の
推

量
的
意
味
か
ら 、
よ
り
明
確に
「
う」
を
伴っ
た
「う
な
ら
ば」
と
し
て
も用

い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う 。

し
た
がっ
て
ま
た
「
う
ば」
の
場
合に
も 、
仮
定
条
件を
示
す
「
未
然
形+

ば」
に
お
い
て 、
そ
の
推
量
的
意
味
を
明
確に
示
すた
め
に 、
「ば」
の
上
に 、

「
う」
を
伴っ
た
と
も解
し
う
る 。
し
か
し 、
語
形の
推
移か
らい
えば 、
「
う

に
は」
か
ら
の
転と
い
う乙
とが
自
然で
あ
り 、
さ
らに
そ
れを
支え
る
もの

と
し
て
「
う」+「ば」
の
意
識
もあっ
た
の
で
は
ない
か
と
思
う 。

い
ず
れに
せ
よ
「
う
ば」
は一
般に
勢力
を
もた
ず 、
一
時
期に
と
ど
まっ

て
い
る
が 、
江
戸
時
代
初
期の
もの
と
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
あ
げる乙
と
が

で
き
る 。お

れ
を
し
の
ば
ば 、
御
門
の
脇に
お
待
ち
あ
れ 、

人が
各め
うば 、
門の
番と
答へ
あ
れ 、

お
れ
を
し
の
ば
ば 、
広
間の
脇に
お
待
ち
あ
れ 。

人が
相官め
う
ば 、
広
聞
の
番と
答へ
あ
れ 、

右
は 、
東北
大
学政
『踊唱
歌』(注自
の
例で
あ
る
(そ
の
他 、
三
例) 。

ま
た
『
難
波
鉦』(延
宝
八
年
|一
六
八
O
頃
刊)
の
次の
例 、

女
ら'つ
くる
ひ
さ
し
ゃん
し
ょ
ば 、
人
の
く
ちにハ
戸が
た
て
ら
れぬ

(
松
之
部
て
二
字
論)

近
松
世
話
浄
瑠
璃(注幻)
の
次の
例(二
十
四
曲
中五
例)
な
ど
を
見る
が 、
全

体
と
し
て
は
き
わめ
て
少
な
く 、
さ
ら
に
江
戸
時
代後
期に
はほ
とん
ど
姿
を

消
す 。乙

れ
く
は
しがふ
た
ふ
く
ろ
お
と
きで
もな
さ
れふ
ば
と 、
大ざ
か
の
め

い
ぷつ
ひ
の
うへ
の
き
り
あ
らめ
(卯
月
の
潤
色 、
中)

ち
な
み
に 、
江
戸
時
代
後
期の
大
蔵虎
究本
に
おい
て 、
虎
明
本の「うば」

の
箇
所が

和御
料が
い
そ
が
ば
愚
僧
も
急
う
2
歪嗣 、
下ロ
サ)

な
ど
の
よ
う
に
他の
表
現に
変え
ら
れ
てい
る
の
も 、
一
般に
「う
ば」
が
衰

退
し
た
事
実に
もとづ
く
もの
と
思
わ
れる 。

な
お 、
室
町
時
代
末のロ
ド
リ
ゲス
著
『日
本
大
文
典』
で
は
「
うば」
に
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関
する
記
述が
認め
ら
れ
な
い
が 、
同
著
『
小
文
典』
に
は 、
ζ055
g
g

(
求
め
う
ぱ) 、
宮o
g
g
2
8
芯
Z(
求
め
て
あ
ら
う
ば) 、
宮
E
E
(
見
う
ぱ) 、

γE
25
Z(
見て
あ
ら
う
ば)
な
ど
「
う
ば」
の
例
を
あ
げ 、
し
か
も
出」
g

(
肥
前)
の
と
と
ば
と
記
し
て
い
る
旨の
土
井忠
生
氏
の
御
指
摘
が
ある
在
竺

(『近
古の
国
語』) 。

肥
前の乙
と
ば
とい
う
『
小
文
典』
の
説
明に
は
疑
問が
あ
る 。

もっ
と
も 、
た
とえ
ば
近
松
浄
瑠
璃
の

J、ttJ

ゃなぎまら

首
尾よ
か
らふ
は
筑
前さ
なへ
此
舟
ま
は
し 、
柳
町
の
し
ゃ
う
/\
てい

共
う
け
だ
い
て 、
上
方
さ
なへ
つ
h
ば
し
る
(
博
多
小
女
郎
波
枕 、
上)

は 、
毛
剃
九
右
衛
門の
長
崎
批
と
し
て
の
例の
中に
見
ら
れる
も
の
で 、
地
方

的
性
格
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
な
く
もない
が 、
近
松
浄
瑠
璃
の
他
の
曲で
は
「
う

ば」
を
他の
地
方
の
人身
に
も
用い
さ
せ
て
居
り 、
そ
の
地
方
性は
必
ず
し
も

明
確で
ない 。

また 、
虎
明
本・
天理
本で
見る
に 、
「
う
ば」
の
例
は
特に
匹
前
と
関
係

あ
る
人
物
の
ζ
と
ば
と
し
て
で
な
く 、
一
般
的な
もの
と
し
て
用い
ら
れ
て
居

り 、
ロ
ド
リ
ゲス
著
『
小文
典』
に
い
う 、
室
町
時
代
末
乃
至
江
戸
時
代
初
期

の
肥
前地
方
特
有の
表
現
と
は
考え
に
くい 。

先に
も触
れた
よ
うに 、
「
う
ば」
は
室
町
時
代
末
乃
至江
戸
時
布一
初
期
の

上
方
語と
し
て
も一
般に
勢
力
を
もた
ず 、
し
た
がっ
てロ
ド
リ
ゲス
が
た
ま

た
ま
布
教
の
本
拠
地
と
し
て
の
肥
前に
おい
て 、
俗
語
と
し
て
何か
の
機
会に

耳に
し
た
際 、
上
方
諮
と
異
な
る 、
肥
前の
方
言と
認
識
し
た
とい
う
乙
とで

は
ない
か
と
解さ
れる
の
で
あ
る 。

む

す

ぴ

今
まで
述べ
たこ
と
が
らの
主
な
点
は 、
次
の
と
お
りで
あ
る 。

ω
「
う」
と
「
う
ず」
「
う
ずる」
に
おい
て 、
狂
言
古
本で
は
「
う」
の

優
勢が
い
ち
じ
る
しい 。
また
衰
退
の
傾
向に
あ
る
「
う-ず」「
う
ず
る」
に

おい
て 、
虎
明
本で
は
「
う
ずる」
が
終
止・
連
体
形と
し
て
広く
用い
ら
れ

てい
る
の
に
対し 、
「う
ず」
も
終
止
形
と
し
て
用い
ら
れ
る
説 、
そ
の
際 、

む
し
ろ
中
止
法
乃
至
対
句的
表
現に
おい
てい
ち
じ
る
しい
役
割
を
果
す 。
そ

して
乙
の
場
合
を
も
含め一
般に
終
止
的
用
法に
おい
て
「
う
ず」
と
「
う
ず

る」
の
間に
幾
分
見
ら
れる
相
違は 、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
感
が一
つ
の
原
因に
な

っ
てい
る
と
恩わ
れ
る 。
文
末
終
止
の
際
の
両
者の
相違は 、
虎
明
本に
おい

て
他
本よ
り
も
顕
著で
あ
る 。
天狸
本
で
は 、
文
末
終
止に
おい
て
も「
う
ず」

の
勢
力が
強い
が 、
乙
れ
は 、
「
う
ず」
「う
ずる」
の
衰
退の
流れ
の
中に
あ

っ
て
両
者の
相
違が
暖
昧に
な
り 、
し
か
も
語
感
と
の
関係
も
あっ
て
「
う
ず

る」
が
早
く
衰
退し
てい
く一
般
的
な
動
き
を
反
映し
てい
る
と
解し
うる
よ

』つに
思わ
れ
る 。

削
助
動
詞
「ょ
う」
は
上一
段
活
用
動
詞
「
射る」
「
居
る」
に
つ
づ
く

場
合に
の
み
見
ら
れる 。
虎
明
本で
見る
に 、
乙
れ
を
除
き 、
「
う」
が
上一・

二
段
活
用 、
下一
・
二
段
活
用 、
サ
変
活用
の
語につ
づ
く
場
合κ
は
「ミヨ

ウ」「
過ギョ
ウ」
な
ど
オ
段
劫
長
音
を一示
す
と
恩わ
れ
る
が 、
特に
上一
・
二

段
活
用
動
詞につ
づ
く
場
合に
は
オ
段
動長
音
を
示
すた
め
に
表
記上
の
工
天

が
い
ろい
ろ
な
さ
れてい
る 。
そ
れは一
つ
に
は
ウ
段
助
長
音と
の
区
別
を
示

すた
め
の
窓
識
もは
た
らい
てい
る
の
で
は
ない
か
と
思
わ
れる 。
そ
し
て
狂

言
古
本
か
ら
推
測さ
れるこ
れ
ら
の
発
音
の
状
態
は 、
『
小
文
典』
を
除
き 、

一
般に
室
町
時
代
末
の
キ
リシ
タン
資
料に
見
られる
現
象
と
共通
する 。

ω
虎
明
本 、
天理
本に
仮
定
条
件
表
現と
し
て
の
つっぱ」
の
例が
若
干

認め
ら
れ
る 。
乙
の
形は 、
室町
時
代
の一
般の
話
しこ
と
ばの
資料に
はほ

とん
ど
認め
ら
れ
ない
が 、
恐
ら
く
「
うに
は」
か
ら
転じ
た
も
の
で 、
室
町
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助動詞「うJ rうずJ rうずる」の語形・ 用法IC関する一考察

時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初め
に
か
けて
若
干
行な
わ
れ
る
に
と
ど
まっ
た
表
現

と
考
え
ら
れる 。
な
お 、
ロ
ド
リ
ゲス
著
『
小
文
典』
で
は
「う
ぱ」
を
肥
前

の
方
言
と
す
る
が 、
狂
言
古
本の
例
な
ど
か
ら
考
え
る
と 、
一
地
域の
乙
と
ぼ

と
限
定
す
るζ
と
に
は
疑
問が
感
じ
ら
れ
る 。

小
論に
おい
て
は 、
以
上
三
点
を
中心
に
考
え
て
来た
が 、
室
町
時
代の
各

資
料と
の
比
較
お
よ
び
各
時
期に
わ
た
る
展
開に
関
し
て
は
必
ずし
も
詳
しい

説
明
を
し
て
い
ない 。
と
れ
は 、
小
論が
狂
言
古
本に
お
ける
実
態の
整
理・

考
察
を
中心
とし
た
た
め
で
あ
り 、
そ
の
面
か
ら
の
詳しい
考
察につ
い
て
は

別の
機
会に
ゆ
ず
りた
い 。

注
1

笹
野
堅
氏
編
『
古
本
能
狂
言
集
』

に
よ

る。

以
下
は
右

の
書

の
本
狂

言
二
百
三
十
一
曲
を
対
象
と
し
た

。

注
2

江
戸
時
代
後
期 、

大
蔵
虎
究
本

の
「
雁
盗
人
」

に
は
「
買
は

刈引」

の
例
が
あ

る。

注
3

横
山
市一
氏
編
『
説
経
正
本
銀
・

第
一
』

に
よ

る。

注
4

井
上
章
氏
編
『
天
草
版
伊
曽
保
物
語
』 。

注
5

笹
野
堅
氏
編
『
幸
若
舞
曲
集
』

に
よ

る。

注
6

湯
沢
幸
吉
郎
氏
『
室
町
時
代
言
語

の
研
究
』

な
ど 。

注
7

「
ウ
ズ
と
ウ
ズ
ル
」
(
「
国
語
国
文
」

昭
和
=
二
・

九)

注
8

注
6

の
筈
お
よ
び
『
徳
川
時
代
言
語

の
研
究
』

多
照 。

注
9

大
塚
光
信
氏
「
助
動
詞
ヨ
ウ
に
つ
い
て
」
(
「
国
語
国
文
」

昭
和
三
七

-

四)
、

外
山
映
次
氏
「
洞
門
抄
物
に
見
え

る
助
動
詞
ヨ
ウ
に
つ
い
て
」

(
「
国
語
学
」

昭
三
六
・
九)

注
叩

注
9

の
大
塚
氏

の
論・
文
に
『
融制
帯
集
』
(
永
職
十
二
年
|

一
五
六
九

成)

の
例
を
あ
げ

る。

注
目μ

福
島
邦
道
氏
『
見

?
っ
』

と
『
見
ょ
う
」

の
交
替
」
(

議制紙
博
士

国

語
学
論
集
ご

な
ど
に
詳
し
い
。

注
ロ

大
蔵
虎
清
は
大
蔵
虎
明

の
父 。

い
わ
ゆ

る
虎
清
本
は
虎
明

の
弟
大
蔵

清
虎

の
書
写 、

虎
治
手
訂

の
形
で
成

る。

な
お
虎
清
本

の
引
用
は
古
川
久

氏
編
「
狂
言
古
本
二
種
」

に
よ
っ
た 。

注
目

下
二
段
活
用
動
詞
に
つ
づ
く

抑制
合
に
も 、
「
た
(
食)

ぴ
ょ
う」
「

の

(
述)
び
ょ
う
」

な
ど

の
表
記
が
多
く

見
ら
れ

る。

注
リ凶

行
問
書
き
込
み
で
あ

る
が 、

字
体
は
本
文
と
一
致
す
る。

注
目

天
正
狂
言
本
(
天
正
六
年
|

一
五
七
八
奥
住)

の
「
問
う
へ
」

の
曲

に 、
「
聞
を
は
う
(
植)
ゆ
ふ
よ
」

の
よ
う
に
下
二
段
活
用
動
詞
十
「
う」

の

ウ
段
長
音
化
し
て
い

る
例
を
見
る。

た
だ
し 、

天
正
狂
言
本
で
は
〔」
戸一〕

と
〔」
0
心

相
互

の
交
替
が
顕
著
で
あ
り 、

ま
た
音
節

の
構
造
か
ら
も
〔
2〕

設
〔』O一〕

に
変
化
す
る
中
間

の
現
象
で
な
く 、

〔
2〕
が
〔』D
じ
に
転
じ
た

後
の
批
音
と
解
さ
れ

る。

注
m

京
都
大
学
園
話
国
文
学
研
究
室
編
『枇柑
兵

日
本
風
土
記
』

に
よ

る
。

注
げ

ζ
の
抑制
合
は 、

天
理
本

の
例
に
多
く

見
ら
れ
た
よ
う
に 、

下
に
「
恭

な
い
」

の
類

の
表
現
が
省
略
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ

る。

注
目

笹
野
竪
氏
編
『
室
町
時
代
小
歌
集
』 。

注
一山

「
条
件
句
を
作

る
『
ウ
ニ
ハ
』

を
め
ぐ
っ
て
」
(「

排諜紙
博
士

国
語
学

論
集」)

注
却

『
日
本
歌
謡
集
成 、

巻
六
』

所
収 。

注
幻

藤
井
乙
男
氏
編
『
近
松
世
話
物
全
集
』

に
よ

る。

注
辺

と
の
部
分
お
よ
び
小
論
引
用

の
『
小
文
典
』

に
つ
い
て 、

福
島
邦
道

氏
よ
り
原
典
複
製
資
料

の
御
教
示
を
得
た 。

〈
追
記
〉

と
の
稿
を
成
す
に
当
り 、

福
島
邦
道
氏
・

土
井
洋

一
氏
よ
り
い
ろ

い
ろ
御
教一
不
を
頂
い
た 。

記
し
て
謝
怠
を
表
し
ま
す。

11
共立
女
子
大
学助
教
授
||
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